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会 議 録 

 

会議の名称 第９回 松伏町廃棄物減量等推進審議会 
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事務局等 

環境経済課 課長 大貫 孝司 

環境経済課 主幹 関根 茂 

環境経済課 主任主事 満田 早也香 
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協議または調整の要旨 

 

議事 発言者 発言内容・決定事項 

１ 開会 事務局 会議の開会を宣言 

２ あいさつ 大塚会長 会長のあいさつ 

３ 会議成立

の報告 

事務局 

 

出席委員７名、欠席委員３名であり、出席

委員が過半数を超えているため、会議が成立



 

 

 しています。 

 

議事進行は会長にお願いします。 

４ 議題

（１）松伏町

分別収集計画

（案）につい

て 

大塚会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題（１）松伏町分別収集計画（案）につい

て、事務局より説明をお願いします。 

 

松伏町分別収集計画（案）についてご説明い

たします。説明は着座にて失礼いたします。 

それでは、資料３の松伏町分別収集計画（案）

の策定の経緯、目的、前計画との変更点につい

て説明させていただきます。 

まず、市町村の分別収集計画について説明し

ます。分別収集計画とは、容器包装リサイクル

法第８条に規定されており、３年ごとに５年を

１期として策定しているものです。   

現在の計画は、令和４年度に策定しており、

令和５年度から令和９年度までの第１０期計

画で資料４になります。今年度は、策定３年目

となるため、令和８年度から令和１１年度まで

の第１１期計画を策定するものです。 

 松伏町の分別収集計画は、令和６年３月に策

定し、令和８年度から令和１２年度までの各品

目の分別収集の実施計画を策定し、容器包装法

で定める容器包装廃棄物をスムーズに再商品

化事業者等へ引き渡すものです。 

 計画案については、資料５、６を参考として

策定しました。 

前計画との大きな変更点は、令和４年に施行

された「プラスチックに係る資源循環の促進に

関する法律」により、市町村におけるプラスチ

ック使用製品廃棄物の分別収集が努力義務化

されたため計画への位置づけが行われた点で

す。 

当町では、現在プラスチック使用製品廃棄物

は、可燃ごみとしてサーマルリサイクル（熱回

収）として発電しておりますが、共同処理をし



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ている東埼玉資源環境組合を構成する５市１

町では、令和１１年度から分別収集を実施する

こととしているため、第１１期計画において製

品プラスチックの分別収集計画を位置づけて

います。 

 

以上が計画策定の経緯、目的、変更点になり

ます。続いて、内容について具体的に説明しま

す。 

 

 資料３の１ページをご覧ください。 

 １番目が「計画策定の意義」です。容器包装

廃棄物や製品プラスチックの４Ｒを推進する

ことにより、廃棄物の減量、最終処分量の延命

化、温室効果ガスの削減、資源の有効利用が図

られて、循環型社会の形成が図られるものとし

て策定するものです。 

 続きまして、２番目が「基本的方向」です。 

一般廃棄物処理基本計画の上位計画とし、令和

６年３月に策定した一般廃棄物処理基本計画

の基本方針を準用する形をとっています。 

 ３番目は、「計画期間」です。令和８年４月を

始期として、５年間です。また、３年経過した

後に見直す形になっていますので、令和１０年

度に見直すという計画です。 

４番目は、「対象品目」です。対象品目につき

ましては、容器包装廃棄物のうち、スチール製

容器、アルミ製容器、ガラス製容器、ガラス製

容器については３種類あり、無色、茶色、その

他となっており、飲料用紙容器、段ボール、紙

製容器包装、プラスチックが対象品目となりま

す。 

また、プラスチック資源循環法に基づく製品

プラスチックは先ほども申し上げたとおり、令

和１１年度から対象品目に追加する予定とし

ております。  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続きまして、２ページ目をご覧ください。 

 

 ５番目、「各年度における容器包装廃棄物及

び製品プラスチックの排出量の見込み」です。  

容器包装廃棄物の排出量は、分別収集を行っ

ている品目については、令和６年度の資源化量

実績に将来推計人口の変動割合を乗じた数値

としています。分別収集を行っていない品目に

ついては、可燃ごみに排出係数を乗じて求めた

数値として合算した数値を排出量としていま

す。  

また、製品プラスチックについては、１人当

たりのプラスチック排出量に製品プラスチッ

クの比率と将来推計人口を乗じた数値を排出

量としました。 

 

 ６番目、「容器包装廃棄物の排出の抑制を推

進するための方策に関する事項」で、法の第８

条第２項第２号に規定されているものです。 

 こちらについては、一般廃棄物処理基本計画

で示されている取り組みを採用しております。 

 

 続きまして、３ページ目をご覧ください。 

 

 ７番目、「分別収集をするものとした容器包

装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収

集に係る分別の区分」です。 

 分別の品目については、先ほど申し上げた

とおりとなりますが、その分別する品目を松

伏町の収集品目としては、どのように呼んで

いくかという内容になります。表の中の左側

が法律で定めている種類や呼び方、右側が松

伏町で町民の皆様にご案内している呼び方と

なっています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続きまして、４ページ目をご覧ください。 

  

８番目、「各年度において得られる分別基準

適合物の特定分別基準適合物ごとの量、容器

包装リサイクル法第２条第６項に規定する主

務省令で定める物の量及び製品プラスチック

の量の見込み」です。 

 表の令和８年の無色のガラス製容器に「３

２」と表しておりますが、これは容器包装リ

サイクル法で定める指定法人が指定した再商

品化事業者のルートではなく、独自のルート

でリサイクルをしていくということを表して

いるため独自処理量に示しています。 

一方、その他ガラス製容器につきまして

は、引渡量が「２１」となっています。これ

は、無色や茶色のような独自ルートではなく

指定法人が指定した再商品化事業者へのルー

トを示しています。 

 無色や茶色のガラス製容器については、有

償取引の可能性が高い指定法人ルートよりも

有利ということで独自処理として有償取引が

前提となっており、特定事業者責任比率いわ

ゆるメーカ等の負担割合が大きい品目につい

ては、指定法人による再商品化事業者へ引き

渡すことが有利となっています。 

 松伏町では、指定法人にはその他のガラス

製容器のみ、それ以外は独自処理で有利なと

ころに売却という形で処理をしていきます。 

 

 続きまして、５ページをご覧ください。 

 

 ９番目、「各年度において得られる分別基準

適合物の特定分別基準適合物ごとの量、容器

包装リサイクル法第２条第６項に規定する主

務省令で定める物の量及び製品プラスチック

の量の見込みの算定方法」です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先ほど４ページで表をご覧いただきました

が、それぞれの数量について、どのような根

拠でこの数値が求められているかという算定

方法を表したものです。 

 

 続いて６ページをご覧ください。 

 

 １０番目、「分別収集を実施する者に関する

基本的な事項」です。 

分別収集する品目について、松伏町はどの

ように収集運搬・選別保管をしているのかを

示しているものになります。製品プラスチッ

クについては、令和１１年度からの実施にな

るため、収集運搬と選別保管については未定

という形で示しています。 

 

 最後、７ページをご覧ください。 

 

 １１番目、「分別収集の用に供する施設の整

備に関する事項」です。 

分別収集するものを、どのような袋、形状

のもので収集するのか、またどのような車両

で収集し中間処理施設はどこなのかというも

のを示しています。 

 

 最後に１２番目、「その他容器包装廃棄物の

分別収集の実施に関し重要な事項」です。 

 １点目が、この会議である町民や事業者の

意見・要望を反映させ容器包装廃棄物及び製

品プラスチックの分別収集を円滑かつ効率的

に進めていくため、町民や事業者などの委員

で構成された廃棄物減量等推進審議会を開催

すること。２点目が、自治会等の住民団体に

より集団資源回収を促進するため奨励金制度

を継続すること。３点目、製品プラスチック

の分別収集の実施については、効率的な処理



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大塚会長 

 

横内委員 

 

 

 

 

事務局 

 

横内委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

体制を構築するため、東埼玉資源環境組合及

び構成市と広域連携を図ることの３点を示し

ています。 

 

以上が、第１１期分別収集計画案です。 

 

 大きく分けて１から１２までの項目につい

てご説明させていただきましたが、この１か

ら１２までの項目を計画に盛り込むようにと

資料６の策定の手引きに示されています。こ

の手引きに沿った形でこの計画を策定しまし

た。 

 

松伏町分別収集計画案について、説明は以

上です。 

 

ご質問等ありますか。 

 

資料５の県からの依頼で、この計画は基本

的に容器包装リサイクル法に基づくものだか

ら不燃ごみや有害危険ごみは対象外となり、

ここには出てこないという理解でいいのか。 

 

そのとおりです。 

 

特定分別基準適合物と容器包装リサイクル

法第２条第６項の大きく２つの種類に分かれ

ているのはなぜか。 

 

昔から資源物として引取りされるルートが

確保されているものが法の第２条第６項とさ

れています。例えば、段ボールや牛乳パック

などで、法律のできる以前から資源物として

のルートが確保されているということで位置

づけられています。 

一方、特定分別基準適合物は、有償無償で



 

 

 

横内委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今井委員 

 

 

 

 

事務局 

引取りされるものとして線引きがされている

というように聞いております。 

 

 埼玉県の製品プラスチックの分別について

の状況はどんな感じなのか。 

 

詳細には調べていないのですが、取り組ん

でいるところは、焼却施設を延命しなければ

いけない、あるいはごみの減量をしなければ

いけないということで、プラスチックの分別

への意識が高いと感じています。 

また、東埼玉資源環境組合は、他の自治体

のごみを受け入れるキャパがある状況のた

め、本来であれば努力義務とはいえプラスチ

ック製品をサーマルではなくマテリアルへ転

換が求められなければいけないのですが、具

体的な話にはなっていないという状況です。 

 

無色や茶色のガラス製容器とその他のガラ

ス製容器で処理を分けているが、色を分ける

ことで例えば、瓶でもリターナブル瓶と無色

の瓶では価値が変わってくるのか。 

 

確かに昔は、一升瓶やビール瓶など（リタ

ーナブル瓶）は、瓶自体に価値があり、生き

ビンとして取引があったかと思います。現在

は、収集過程で結局割れてしまうので、生き

ビンのようなルートではなく、割れた状態い

わゆるカレットとしてのルートで法律に基づ

き３種類に分けているというのが一般的な取

扱いになっていると思います。 

 ちなみに、無色と茶色は０円で引き渡して

いて、その他のものについては、92％が事業

者、8％が市町村持ちとなっています。 



４議題 

（２）その他 

 

 

 

大塚会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題（２）その他について、事務局から説明

をお願いします。 

 

 では、資料７の「令和６年度ごみ処理実績

とごみ処理フロー」をご覧ください。 

 まず、「ごみ処理実績」について説明させて

いただきます。 

枝草類については、前年比１２１％と増加

しており、これは可燃ごみの減少に寄与して

いるため、増加が良い数字となっています。 

増加の理由としては、令和６年度から枝草搬

入奨励補助金を１キロ５円から２０円に増額

した効果が考えられます。 

カンについては、前年比８１％と大きく減

少しています。これは、金属類が高値で取引

されている関係で持ち去されている影響が表

れていると考えています。 

ペットボトルについては、昨年は夏場の３

カ月間のみ月２回の回収を実施したため、前

年比１１６％と大きく回収量が伸びました。

これも可燃ごみの減量化に寄与している数字

になるため、増加が良い数字となります。 

続いて、「ごみ処理フロー」は、左側の収集

したものが右にいくにつれて、ごみが流れる

というごみの処理を表したフローチャートと

なります。 

全体として、人口減少や経済状況などを踏

まえて収集量の減少傾向が続いている印象を

受けています。 

 

 以上が資料７の説明となります。 

 

 続けて、２点ほど近況をご説明させていだ

だければと思います。 

 まず１点目は、昨年協議をいただいた、カ

ンとビンの指定袋を透明・半透明袋に見直し



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大塚会長 

 

 

 

をするという変更ですが、大きな混乱もなく

３カ月が経過しております。今までの指定袋

に比べると、安く袋が手に入って、量に合わ

せて随時排出できるというスタイルも取れる

ため、住民の皆様に好意的に受けていただい

ているのかなと感じています。 

 続いて２点目が、ごみを出すのではなく個

人間での取引をすれば処理費用がかからず、

物も有効活用ができるプラットフォーム「ジ

モティー」をホームページなどでお知らせさ

せていただいておりましたが、今後同様な形

での取り組みで、個人と事業者が取引を行う

プラットフォームの「おいくら」と松伏町が

協定を結んで、本来ごみとなってしまうよう

なものを有効にリサイクルに促していきたい

ということで、新たな取り組みを行います。 

  

（２）その他の説明は以上となります。 

 

何か質問等はございますか。 

 

（質問なし） 

 

５ 連絡事項 大塚会長 

 

事務局 

事務局から連絡事項はありますか。 

 

２年間ありがとうございました。 

 

以上でございます。 

 

６ 閉会 事務局 会議の閉会を宣言 

 


